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要 旨
脳波を ALS 患者や手の使えない状態に使うことを目的とした BCI の研究が長年行われてきた。
これには事象関連電位（ERP）を応用したものや視覚誘発電位（VEP）を応用したものが考えら




視覚誘発電位（VEP）には steady-state 型 VEP（SSVEP）と transient 型 VEP（TRVEP）の 2 種類
がある。SSVEP は 3.5Hz以上の周波数の反復刺激によって生じる正弦波様の脳波であり、これに
対し、TRVEP は 3.5Hz 未満の低速な刺激によって生じる脳波のことである。




高さから、高速点滅刺激を用いた際の TRVEP 解析の有効性が示された。しかし、TRVEP 解析を
行う上で有効な刺激パターンについての検討は、未だ行われていない。そこで本研究では、TRVEP
解析を行う上で有効な刺激パターンについて、SSVEP 解析に関する先行研究においても検討され
た輝度、模様に加え、点滅刺激と反転刺激の違いを要素として検討する。
これらの要素を組み合わせて多種類の刺激パターンを用意し、それらの注視時脳波を計測した
ところ、刺激パターンの違いに対して脳波の同期加算波形のピークの大きさや、時刻に差が現れ
ることがわかった。この結果に基づき、灰色・模様なし・点滅と白色・模様あり・反転の刺激を
同時呈示する実験を行い、両刺激の判別を高い確率で行えることが示された。今後の課題として、
刺激無呈示状態も含めた判別手法の検討や、今回用いた刺激パターンではピーク時刻のばらつき
が大きくなった被験者においても、ばらつきが小さくなるような刺激パターンの検討が挙げられ
る。
